
2017年中国哲学関係論著リスト（論文等）
著者／訳者 論題 掲載先 掲載号数（空欄は

編著）

発行者

総記 荒見泰史 中国仏教と祖先祭祀 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

石原遼平 中国簡牘学の現在 歴史学研究 964 績文堂出版

伊東貴之 勢について 治乱のヒストリアー華夷・正統・勢 法政大学出版局

井上智勝 東アジアの宗廟祭祀 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

海村惟一・海村佳惟 中国文化における思想から文字への思索 福岡国際大学紀要 37 福岡国際大学

王小紅／白井順（訳） 歴史地理から見た蜀学の包容性 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

汪学群／初海正明（訳） 近年の中国思想史での叙述形式への再考 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

何燕生 近代的な物語における臨済および『臨済録』―方法論的考察 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

川内祐毅 中国印論の伝神論・筆意論の形成における書論の受容 書論―特集：巌谷一六とその交友 43 書論研究会

衣川賢次 『臨済録』研究の現在 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集

禅文化研究所

衣川賢次 近代的研究の萌芽［明治より戦前前後まで］ 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 資料編

禅文化研究所

衣川賢次 「喝」のフィロロジー(上) 禅文化 244 禅文化研究所

衣川賢次 「喝」のフィロロジー(中) 禅文化 245 禅文化研究所

衣川賢次 「喝」のフィロロジー(下) 禅文化 246 禅文化研究所

金甲鉉 宋代書院研究の現状と課題―2000年以降を中心に 都市文化研究 19 大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研

究センター

氣賀澤保規 近代中国の石刻研究の礎を築いた人々―『新中国出土墓誌』刊行20

周年に寄せて

東アジア石刻研究 7 明治大学東アジア石刻文物研究所

古賀崇雅 福田殖先生の人と学問 九州大学中国哲学論集 43 九州大学中国哲学会

古勝亮 戦後における『臨済録』研究史 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 資料編

禅文化研究所

小島毅 方法としての溝口雄三 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

佐々木聡 釜鳴をめぐる怪異観の展開とその社会受容 人文学論集 35 大阪府立大学人文学会



斯波義信・濱下武志・平野

健一郎・中見立夫・岡本隆

司

モリソン文庫の来歴と魅力 G・E・モリソンと近代東アジア―東洋学の形

成と東洋文庫の蔵書

勉誠出版

徐国利／黒崎恵輔（訳） 近現代の科学観よりみる宋学・清学研究及びその方法論の啓示―新

考据学派史家胡適と伝斯年の宋学・清学研究を中心に

第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

舒大剛／白井順（訳） 「蜀学」と「儒学」―「蜀学」の歴史及びその儒学に対する貢献 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

ジェフ・ショア 現代世界における臨済禅 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

任昉／梶山智史（訳） 古代墓誌の材料来源問題―古代墓誌材料問題に関する検討の 東アジア石刻研究 7 明治大学東アジア石刻文物研究所

土田健次郎 論語入門（6）―孔子が最も重んじた道徳・仁 弘道 125（1106） 日本弘道会

土田健次郎 論語入門（7）―親孝行はどうあるべきか 弘道 125（1107） 日本弘道会

土田健次郎 論語入門（8）―人とのつきあい方 弘道 125（1108） 日本弘道会

土田健次郎 論語入門（9）―政治はどうあるべきか 弘道 125（1109） 日本弘道会

中島隆博 マイケル・ピュエット―中国哲学の現在地 中国―社会と文化 32 中国社会文化学会

二階堂善弘 道教・民間信仰で描く地獄 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

野口善敬 荒木見悟先生の思い出 九州大学中国哲学論集 43 九州大学中国哲学会

野間文史 経書略説―五経を中心にして 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

林文孝 正統について 治乱のヒストリアー華夷・正統・勢 法政大学出版局

マイケル・ピュエット／水

野博太（訳）

礼による分離―鬼・哲学・人類学 中国―社会と文化 32 中国社会文化学会

藤井淳 道とはなにか―「平常心是道」の源流を尋ねて 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

藤田高夫 東アジア史をめぐる言説について 近世近代日中文化交渉の諸相 関西大学東西学術研究所

牧角悦子 文学史という方法論 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

山田俊 道教関係著書論文目録〔2016（平成28）年〕 東方宗教 130 日本道教学会

湯浅邦弘 発見から最新分冊の刊行まで 清華簡研究 汲古書院

李紅岩／長谷川隆一（訳） 社会の性質から出発する―一つの主導的な史学方法 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

李振弘 王権主義学派の史学方法論の思想 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

李愛淑 手紙を書く女たち―儒教と仏教を媒介に アジア遊学―東アジアの女性と仏教と文学 207 勉誠出版

渡邉義浩 中国貴族制と文化資本論の射程 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院



渡邉義浩 華夷について 治乱のヒストリアー華夷・正統・勢 法政大学出版局

先秦 秋山陽一郎 「国別者八篇」考—劉向新定本『戦国策』の藍本 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

家井真 銘文から『詩経』へ 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

頴川智 通行本『老子』の「道」に見られる矛盾 九州大学中国哲学論集 43 九州大学中国哲学研究会

王震中／小祝大輝（訳） 中国王権の誕生―夏・商・西周の王権研究における新たな理論的視

座

第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

大西克也 浙江大学蔵竹簡『左伝』は研究資料たり得るか 汲古 72 汲古書院

小方伴子 物語伝承と歴史書―晋文公の放浪譚と史書『国語』 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

小沢賢二 文字学からみた浙江大『左伝』偽簡説の問題点 汲古 71 汲古書院

落合淳思 甲骨文字の占卜用語―甲骨文字礼記（二） 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

椛島雅弘 新出土資料関係文献提要（十五） 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

金秉駿／植田喜兵成智

（訳）

清華簡『繋年』の批判的検討―秦の起源と関連させて 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

草野友子 『祭公之顧命』考 清華簡研究 汲古書院

草野友子・中村未来 清華簡（壱）～（陸）所収文献解題 清華簡研究 汲古書院

楠山修作 中国古代国家論 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

黒崎恵輔  『礼記』燕義篇の成篇過程と「義」の役割 東洋の思想と宗教 34 早稲田大学東洋哲学会

小林伸二 戦国封君―王権構造の一側面 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

近藤浩之 是か非か、悩んだ果てに―荘子の悩み 悩める人間―人文学の処方箋 北海道大学出版会

齋藤道子 刖者の力―古代中国における門番についての一試論 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

佐藤信弥 歴史評価としての共伯和 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

清水浩子 中国古代の養生思想 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

末次信行 殷王朝の集権機能ー武丁期を中心に 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

末永高康 玄酒小考 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

仙石航太郞 「吾」「我」と「聖人」との関係から見る『老子』著者像 芸文研究 112 慶応義塾大学芸文学会

曹方向 『湯在啻門』に見える「玉種」 清華簡研究 汲古書院

曹方向／草野友子（訳） 清華簡『繋年』および郭店楚簡『語叢（一）』の「京」字に関する

一考察

清華簡研究 汲古書院



高島敏夫 西周時代における天の思想と天子概念―殷周革命論ノート（三）下 立命館白川静記念東洋文字文化研究紀要 10 立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所

高戸聡 嶽麓書院藏秦簡『占夢書』訳注稿 福岡女学院大学紀要人文学部編 27 福岡女学院大学人文学部

高浜侑子 中国古代の家族墓地―その構成と配列について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

竹田健二 『楚居』の劃線・墨線と竹簡の配列 清華簡研究 汲古書院

竹田健二 『耆夜』の文献的性格 清華簡研究 汲古書院

竹田健二 『湯在啻門』における「気」 清華簡研究 汲古書院

竹田健二 劃線小考―北京簡『老子』と清華簡『繋年』とを中心に 清華簡研究 汲古書院

中村哲夫 「論語」読解研究のマトリックス 東方 433 東方書店

中村未来 戦国期における子産像―儒家系文献を中心に 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

中村未来 『周公之琴舞』考 清華簡研究 汲古書院

中村未来 統治手段としての「恥」―『命訓』と『逸周書』三訓と 清華簡研究 汲古書院

夏井高人 四君子考 明治大学教養論集 526 明治大学教養論集刊行会

名和敏光 出土資料「堪輿」考 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

濱川栄 中国古代儒家文献に見る反戦思想(2)ー『儀礼』『大戴礼記』『周

礼』『詩経』

常葉大学教育学部紀要 37 常葉大学教育学部

濱川栄 中国古代儒家文献に見る反戦思想(3)ー『孟子』『荀子』 常葉大学教育学部紀要 38 常葉大学教育学部

林尚美 『荘子』における「生前死後」の思想ー「胡蝶の夢」寓話を中心と

して

国文ー研究と教育 40 奈良教育大学国文学会

原孝治 墨子親士・脩身・所染・法儀・七患・辞過・三弁 篇補正 大東文化大学漢学会誌 56 大東文化大学漢学会

原宗子 古代中国における経済地理的境域区分について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

福田哲之 清華簡（壹）～（陸）の字迹分類 清華簡研究 汲古書院

福田哲之 『尹誥』の思想史的意義 清華簡研究 汲古書院

福田哲之 『保訓』と三体石経古文―科斗体の淵源 清華簡研究 汲古書院

福田哲之 『良臣』・『祝辞』の書写者―国別問題再考 清華簡研究 汲古書院

藤川和俊 伏氏考 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

藤田勝久 中国古代の情報システムと社会―簡牘から紙・木簡の選択 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

三上喜孝・陶安あんど・高

橋亮介・椎名一雄・溝口優

樹

座談会 出土文字資料が拓く歴史研究の可能性 歴史学研究 964 績文堂出版

水野卓 清華簡『繋年』より見た春秋時代の新君即位 中国出土資料研究 21 中国出土資料学会

水野卓 清華簡『繋年』が記す東遷期の年代 日本秦漢史研究 18 日本秦漢史学会



水野卓 王位の継承から見た周の東遷―清華簡『繋年』を手がかりとして 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

三宅潔 岳麓書院所蔵簡「亡律」解題 東方学報 京都 92 京都大学人文科学研究所

矢島明希子 中国古代における鳩の表象 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

藪敏裕 『上海博物館蔵戦国楚竹書（一）』から見た『毛詩』に見える「緝

煕」の解釈

中国出土資料研究 21 中国出土資料学会

山元貴尚 簡牘にみえる帰義について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

湯浅邦弘 『殷高宗問於三寿』の思想的特質 清華簡研究 汲古書院

湯浅邦弘 『程寤』考―太姒の夢と文王の訓戒 清華簡研究 汲古書院

横山慎悟 楚簡文献に見える忠臣像について―君臣説話における献身と直言 九州大学中国哲学論集 43 九州大学中国哲学研究会

𠮷永慎二郎 「原左氏伝」と清華簡「繋年」における即世と即位―「春秋経」の

正月即位法の再検討に及ぶ

集刊東洋学 117 中国文史哲研究会

吉本道雅 周室東遷再考 京都大学文学部研究紀要 56 京都大学文学部

吉本道雅 『左伝』『国語』の歳星記事 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

李鋭／北條立記（訳） 源流と同異―再論郭店『老子』の「絶■棄■」 中国出土資料研究 21 中国出土資料学会

秦・漢 阿部幸信 漢初の天下秩序に関する一考察 中央大学文学部紀要 266（史学62） 中央大学文学部

有馬卓也 『淮南万畢術』拾遺（三） 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

有馬卓也 呪術系予防医療の一端―『淮南万畢術』解析試論 東方宗教 130 日本道教学会

池田雄一 里耶秦簡の治獄について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

石井眞美子・村田進・山内

貴

『銀雀山漢墓竹簡〔弐〕』訳注（五） 学林 64 中国芸文研究会

太田幸男 秦漢簡牘史料再考二題 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

椛島雅弘 銀雀山漢墓竹簡「雄牝城」篇と中国古代の攻城・守城の思想 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

姜生／三浦国雄（訳） 張道陵以前の儒生の道教 東方宗教 129 日本道教学会

工藤卓司 北京大学蔵西漢竹書『趙正書』における「秦」叙述 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

小林春樹 『漢書』「王莽伝」の述作目的 東洋研究 203 大東文化大学東洋研究所

小林春樹 板野長八の「漢王朝神話」論再批判 東洋研究 204 大東文化大学東洋研究所

蒋非非／畑野吉則（訳） 秦統一後の法令「書同文字」と古代社会における「吏学」について

―里耶秦簡の公文書を中心として

簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

城山陽宣 再論「儒教」とは何かー儒教関連概念の定義とモデル化に関する一

考察

東日本国際大学研究紀要 22(1) 東日本国際大学経済経営学部

末永高康 前漢廟制論議と『礼記』祭法篇 東洋史研究 76（3） 東洋史研究会

鈴木達明 新しい聖人の書を目指して―学術の転換期における『淮南子』 中国文学報 89 京都大学文学部中国語学中国文学研究室



蘇俊林 漢晋期における士伍の身分及びその変化―出土簡牘資料を中心とし

て

簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

多田狷介 『群書治要』所引の二篇の『中論』佚文について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

田中良明 五行志に見られる離合解釈 新しい漢字漢文教育 64 全国漢文教育学会

田村有美恵 揚雄『太玄』の「思」 早稲田大学大学院文学研究科紀要 62 早稲田大学大学院文学研究科

仲山茂 地理志の誕生―漢志・班固自注の作者をめぐって 名古屋大学東洋史研究報告 41 名古屋大学東洋史研究会

楢山満照 漢代の立体人物像にみる具象と抽象―中国における仏像制作の前史 アジア仏教美術論集　東アジアⅠ（後漢・三

国・南北朝）

中央公論美術出版

早川泉 飛伏説からみる『京氏易伝』の八宮構造 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

福井重雅 『塩鉄論』と『穀梁伝』 東洋研究 205 大東文化大学東洋研究所

藤田衛 『易緯』爻辰説の考察 日本中国学会報 69 日本中国学会

藤田衛 『易緯』八種の真偽問題について 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

藤田衛 『易稽覧図』に見えたる卦気説―京氏易との関連をめぐって 東洋古典学研究 44 東洋古典学研究会

藤田勝久 『史記』と出土資料の方法論 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

藤田勝久 『史記』平準書の歴史観ー八書の意図をめぐって 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

古橋紀宏 王莽の『孝経』解釈とその明堂祭祀 文学研究 28 聖徳大学短期大学部国語国文学会

宮内克浩 後漢・馮衍〈自論〉初探 国学院雑誌 118（10） 国学院大学総合企画部

森和 放馬灘秦簡「日書」に見える音律占について 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

山田崇仁 前漢前少帝の諱について 立命館東洋史学 40 立命館東洋史学会

湯城吉信 『後漢書』儒林伝と『史記』儒林伝― 直言の系譜 人文学論集 35 大阪府立大学人文学会

吉本道雅 睡虎地秦簡年代考—日本における中国古代史研究の現状に寄せて 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

呂静・白晨／塩沢阿美・畑

野吉則（訳）

秦簡に見える私的書信の考察―漢簡私信との比較 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

魏・晋・南北朝 池田将則 敦煌出土 地論宗教理集成文献スタイン六一三Ｖ第二一章「経弁五住

地煩悩義」にみられるアビダルマ教理について

地論宗の研究 国書刊行会

伊藤涼 何晏の政治観―玄学萌芽を考えるために 国学院雑誌 118（9） 国学院大学総合企画部

于振波／關尾史郎（訳） 走馬楼呉簡に見える郷の行政 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

クラウディア・ヴェンツェ

ル

山東省の石経 アジア仏教美術論集　東アジアⅠ（後漢・三

国・南北朝）

中央公論美術出版

大上正美 文学の価値を問う、極私的嵆康研究 三国志研究 12 三国志学会

大島幸代 護法神信仰から見る南北朝時代中国仏教の一側面 アジア仏教美術論集　東アジアⅠ（後漢・三

国・南北朝）

中央公論美術出版



大竹晋 北朝経録断片集成 地論宗の研究 国書刊行会

大竹晋 地論宗の仏身説 地論宗の研究 国書刊行会

大竹晋 地論宗の煩悩説 地論宗の研究 国書刊行会

大竹晋 地論宗断片集成 地論宗の研究 国書刊行会

小幡みちる 道教の成立と初期道教美術 アジア仏教美術論集　東アジアⅠ（後漢・三

国・南北朝）

中央公論美術出版

垣内智之 『上清大洞真経』の構成について 東方宗教 129 日本道教学会

角山典幸 『洛陽伽藍記』の撰者楊衒之と執筆の動機 中央アジア史研究 41 白東史学会

梶山智史 北朝の墓誌文化 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

魏斌／田熊敬之（訳） 山中道館の興起 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

北村一仁 北朝期における「邑義」の諸相―国境地域における仏教と人々 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

金平／石原遼平（訳） 竹簡の製作と使用―長沙走馬楼三国呉簡の整理作業で得た知見から アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

金天鶴 大正八五、二七九九番『十地論義疏』のテキスト問題に対する考察 地論宗の研究 国書刊行会

金天鶴 法上『十地論義疏』｢加分釈｣の展開 地論宗の研究 国書刊行会

窪添慶文 総論魏晋南北朝史のいま アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

倉本尚徳 南朝社会と仏教―王法と仏法の関係 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

侯旭東／永木敦子（訳） 湖南長沙走馬楼三国呉簡の性格についての新解釈 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

古勝隆一 魏晋期の儒教 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

沢田雅弘 書法史における刻法・刻派という新たな視座―北魏墓誌を中心に アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

史経鵬 敦煌遺書地論宗『涅槃経疏』（擬）の仏性思想―ＢＤ二二二四、Ｂ

Ｄ二三一六、ＢＤ二二七六を中心に

地論宗の研究 国書刊行会

嶋田さな絵 東晋南朝における建康の山水庭園と知識人の風景観 中央アジア史研究 41 白東史学会

昌如 〝地論師〟考弁 地論宗の研究 国書刊行会

新田優 『提謂波利経』における独自の教説の再考 仙石山仏教学論集 9 国際仏教学大学院大学 

聖凱 僧賢と地論学派―「大斉故沙門大統僧賢墓銘」等の考古資料を中心

として

地論宗の研究 国書刊行会

關尾史郎 出土史料からみた魏晋・「五胡」時代の教 簡牘が描く中国古代の政治と社会 汲古書院

高橋康浩 伝玄『伝子』の治国・人事思想 三国志研究 12 三国志学会

田中一輝 『顔氏家訓』における学問と保身 中国思想史研究 38 京都大学中国哲学史研究会

張風雷／松森秀幸（訳） 中国における南北朝仏教研究の新進展 東アジア仏教研究 15 東アジア仏教研究会

戸川貴行 南北朝の雅楽整備における『周礼』の新解釈について アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

永田拓治 史部の成立 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

永田拓治 魏晋期における校書事業と史書編纂 中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

西脇常記 題記を有つ麹氏高昌国時代の二つの仏経断片 中国思想史研究 38 京都大学中国哲学史研究会



堀内淳一 それぞれの「正義」 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

楊玉飛 『勝鬘経』十受章について―中国諸注釈書の異同 仙石山仏教学論集 9 国際仏教学大学院大学

李子捷 転依と真如の一考察ー南北朝期の中国仏教を中心に 東アジア仏教研究 15 東アジア仏教研究会

李四竜／弓場苗生子（訳） 南北朝期における『法華経』注釈様式の変遷 東アジア仏教研究 15 東アジア仏教研究会

李相旻 地論学派の四量説について―教理集成文献Ｓ四三〇三「広四量義」

とＳ六一三「四量義」「又解四量」とを中心に

地論宗の研究 国書刊行会

鷲尾祐子 呉簡吏民簿と家族・女性 アジア遊学―魏晋南北朝史のいま 213 勉誠出版

渡邉義浩 顔之推の仏教信仰 東洋の思想と宗教 34 早稲田大学東洋哲学会

渡邉義浩 干宝の『晋紀』と「左伝体」 東洋研究 204 大東文化大学東洋研究所

隋・唐・五代 会田大輔 『帝王略論』巻二校注稿 明大アジア史論集 21 明治大学東洋史談話会

荒川正晴 通行証としての公験と牒式文書 敦煌・吐魯番文書の世界とその時代 汲古書院

荒牧典俊 臨済禅師は何故に河北鎮州へ行かれたか 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

荒見泰史 敦煌と仏伝文学 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

池田将則 慧遠『大般涅槃経義記』の成立過程について―現行本『大般涅槃経

義記』巻七と敦煌写本『涅槃義疏』第七巻（pelliot chinois 2164）

との比較を中心に

地論宗の研究 国書刊行会

池田将則 杏雨書屋本『大乗起信論疏』の書誌情報と現存写本の文献的性格に

ついて

敦煌写本『大乗起信論疏』の研究 国書刊行会

池田将則 杏雨書屋本『大乗起信論疏』と曇延『大乗起信論義疏』 敦煌写本『大乗起信論疏』の研究 国書刊行会

池田将則・金天鶴 杏雨書屋本『大乗起信論疏』と法蔵『大乗起信論義記』 敦煌写本『大乗起信論疏』の研究 国書刊行会

石井公成 仏伝文学に見えるエロティックな記述を中国人はどう受け止めたか

― Buddhacarita（仏所行讃）の漢訳が示すもの

東アジアの仏伝文学 勉誠出版

石井公成 唐の石鼓寺の智雲は新羅僧か（１）―『妙経文句私志記』『妙経文

句私志諸品要義』の変格漢文

駒沢大学仏教学部研究紀要 75 駒沢大学

石野幹昌 牛頭法融伝の再検討―思想的側面を中心に 名古屋大学中国哲学論集 16 名古屋大学中国哲学研究会

伊藤美重子 敦煌写本「醜女縁起」の依據する経典の再検討―『賢愚経』と『雑

宝蔵経』の醜女説話をめぐって

敦煌・吐魯番文書の世界とその時代 汲古書院

伊吹敦 臨済と普化―禅思想の完成と新たな聖者像への欲求 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

伊吹敦 『楞伽師資記』と『跋陀三藏安心法』―その日本への将来と天台宗

への影響

東洋思想文化 4 東洋大学文学部

岩尾一史 古代チベットと金石文　概観と展望 関西大学東西学術研究所研究叢書―中国周辺

地域における非典籍出土資料の研究

3 関西大学東西学術研究所

岩本篤志 敦煌文献と伝存文献の間―唐代の医薬書『新修本草』と『千金方』

を中心として

敦煌・吐魯番文書の世界とその時代 汲古書院



ウィックストローム・ダニ

エル

法蔵の教相判釈の展開と三転法輪説 東アジア仏教研究 15 東アジア仏教研究会

宇佐美文理 杜甫詩における視覚の問題 日本中国学会報 69 日本中国学会

宇佐美文理 「漁楽図」の変遷について 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

王頌 陽の光の下に覆い隠されたもの―宗派問題を再び議論する 地論宗の研究 国書刊行会

汪維輝 『臨済録』の言語に関する諸問題 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

大竹晋 慧影『大智度論疏』逸文集成 地論宗の研究 国書刊行会

岡本一平 浄影寺慧遠における初期の識論 地論宗の研究 国書刊行会

岡本一平 浄影寺慧遠の『別章』について―『大乗義章』の成立試論 地論宗の研究 国書刊行会

奥山直司 チベットの仏伝と仏伝図 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

郝春文・王曉燕・武紹衛／

関俊史（訳）

敦煌写本における字形の近似同形の書写挙例（二） 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

加藤千恵 鉛汞小考 東方宗教 130 日本道教学会

橘川智昭 九識から八識へ―再考・唐代唯識思想の形成 豊山教学大海紀要 54 豊山教学振興会

衣川賢次 臨済録の形成（改稿） 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

金文京 釈迦誕生譚の道教、マニ教への移入―敦煌本『老子化胡経』につい

て

東アジアの仏伝文学 勉誠出版

金成哲 杏雨書屋本『大乗起信論疏』と真諦訳書・撰述書―曇延『大乗起信

論義疏』との比較を通して

敦煌写本『大乗起信論疏』の研究 国書刊行会

高陽 仏伝の鉢説話考 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

黄海静 武周政権の訳経組織ー義浄を中心とした一考察 中央アジア史研究 41 白東史学会

小南沙月 慈覚大師円仁『入唐新求聖教目録』 史窓 74 京都女子大学史学会

小南沙月 慈覚大師円仁将来目録の研究―『入唐新求聖教目録』の概要 京都女子大学大学院文学研究科研究紀要史学

編

16 京都女子大学

崔鈆植 杏雨書屋本『大乗起信論疏』と慧遠『大乗起信論義疏』―両者の心

識説の比較

敦煌写本『大乗起信論疏』の研究 国書刊行会

齋藤智寬 『首楞厳経』と臨済禅 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

齋藤隆信 漢訳者としての彦琮 印度学仏教学研究 65（1） 日本印度学仏教学会

齋藤智寛 『大弁邪正経』と『六祖壇経』 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

坂内栄夫 『荘子』「庚桑楚篇」に見える老子・南栄趎問答をめぐって 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所



坂本道生 智顗と王朝の交接 仏教における実践を問う（二）―社会的実践

の歴史と展望

日本佛教学会

佐藤成順 呉越宋初の杭州の仏教ー浄土教の展開その１ 三康文化研究所年報 48 三康文化研究所

任雅芳 唐代書籍研究史序説―唐人正集・小集・巻子概念考 中国中世文学研究 69 中国中世文学会

末永高康 礼記注疏訳注稿（六）―射義第四十六（一） 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

高田時雄 字書韻書の発展から見た唐代言語文字の雅俗問題 関西大学東西学術研究所研究叢書―中国周辺

地域における非典籍出土資料の研究

3 関西大学東西学術研究所

高野淳一 初唐知識人の仏教理解—李師政の場合 岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集 19 岩手県立大学盛岡短期大学部

竹迫忍 中国古代星図の年代推定の研究―初唐の星座の姿を伝える最古の星

図『格子月進図』

数学史研究 228 日本数学史学会

ウィックストローム・ダニ

エル

法蔵の著作撰述年代の再考 東方学 134 東方学会

ウィックストローム・ダニ

エル

法蔵の教相判釈の展開と三転法輪説 東アジア仏教研究 15 東アジア仏教研究会

田林啓 『画図讃文』をめぐって―白鶴美術館本（巻第二十七）を中心に 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

池麗梅 『続高僧伝』のテキストとその特色―巻八所収の浄影慧遠伝を例と

して

地論宗の研究 国書刊行会

張娜麗 玄奘の訳場と玄応の行実―敦煌・吐魯番文献と日本古写経の伝える

もの

敦煌・吐魯番文書の世界とその時代 汲古書院

土屋太祐 玄沙の臨済批判の思想的背景 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

土屋昌明 唐から五代の河北における道教 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

中島志郎 随自意三昧と一行三昧ー禅宗四祖道信論（上） 禅学研究 95 禅学研究会

中田美絵 唐代長安における仏教儀礼 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

中西俊英 法蔵における吉蔵と元暁の影響―『中論』解釈の東アジア的展開の

一例として

古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

野間文史 周易正義訓読―噬嗑卦・賁卦 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

裴長春 『三十七尊礼懺文』についての考察 禅学研究 95 禅学研究会

馮煥珍 敦煌遺書にみられる浄影寺慧遠『地持義記』の研究―【附録】敦煌

本『地持論義記』標校

地論宗の研究 国書刊行会

馮金忠 唐宋時代における臨済宗の北方への展開 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所



朴ボラム 六相説の変遷過程の考察―『十地経』から浄影寺慧遠までを対象と

して

地論宗の研究 国書刊行会

松野敏之 唐宋における「孝感」物語 日本中国学会2017年度『研究集録』 日本中国学会

水谷香奈 慈恩大師基の教学における人間観について 人間とは何かI—仏教における「人間」定義の

諸相

日本佛教学会

水野実 「登高」追憶 陽明学 27 二松学舎大学東アジア学術総合研究所陽明

学研究室

山本孝子 凶儀における物品の授受に関する覚え書き 関西大学東西学術研究所研究叢書―中国周辺

地域における非典籍出土資料の研究

3 関西大学東西学術研究所

余欣／山口正晃（訳） 中古時期における瑞応図書の源流―敦煌文献と日本写本の総合考察 敦煌・吐魯番文書の世界とその時代 汲古書院

吉田豊 ソグド語訳『楞伽師資記』と関連する問題について 東方学 133 東方学会

吉村誠 中国唯識学派の人間観―『成唯識論』のアーラヤ識説を中心に 人間とは何かI—仏教における「人間」定義の

諸相

日本佛教学会

李乃琦 玄応撰『一切経音義』諸本系統から見たP.2901 汲古 72 汲古書院

李銘敬 王勃『釈迦如来成道記』研究序説 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

李銘敬 『冥報記』における女性『法華経』信仰説話の伝承考 アジア遊学―東アジアの女性と仏教と文学 207 勉誠出版

劉暁春 呉筠『宗玄先生玄綱論』中篇の思想 文化 80（3.4） 東北大学文学会

林敏 唐代仏典目録の作者としての智昇について 印度学仏教学研究 65（2） 日本印度学仏教学会

宋・遼・金・元 青木洋司 南宋末における『論語集註』学而篇「孝弟也、其為仁之本与」解釈 日本中国学会2017年度『研究集録』 日本中国学会

浅井紀 宋元明時代の浙東士大夫と仏教 史学 87 慶応大学

伊香賀隆 朱熹の「河図洛書」解釈―『易学啓蒙』「本図書第一」の分析 白山中国学 23 白山中国学会

石原伸一 『孟子』操則存舎則亡章について（『孟子』解釈史）―宋代明代に

おける理学的解釈と心学的解釈の抗争

陽明学 27 二松学舎大学東アジア学術総合研究所陽明

学研究室

石山裕規・桜井智美・田畑

成基・森本創

『皇元大科三場文選』「策」校注 明大アジア史論集 21 明治大学東洋史談話会

市来津由彦 朱子学の言葉・陽明学の言葉 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

アルバート・ウェルター 仏理学と臨済禅―宋代における仏教の再検討に向けて 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

恩田裕正・伊東貴之・林文

孝・松下道信

『朱子語類』巻四「人物之性気質之性」篇訳注（一）１条～24条 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

恩田裕正 『朱子語類』巻八「総論為学之方」篇訳注（六）91条～139条 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

梶田祥嗣 黄裳の周礼思想 ―王安石『周礼義』の継承を中心として 日本中国学会報 69 日本中国学会

加藤正賢 北宋期における懺法の実修 愛知県立大学大学院国際文化研究科論集日本

文化編

8 愛知県立大学大学院国際文化研究科



金志玹 道教の伝経儀礼における臨壇三師について 東方宗教 130 日本道教学会

小池直 朱子語類訳注（19） 汲古 71 汲古書院

高志緑 南宋時代の水陸会と水陸画―史氏一族の水陸会と儀礼的背景 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

黄繹勲 雪竇『開堂録』における臨済古則の意義 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

小島毅 中国近世儒教 日本儒教学会報 1 日本儒教学会

小林義廣 南宋初中期江西中部における―士大夫と地域社会―臨江軍新喩県の

謝諤の事例

名古屋大学東洋史研究報告 41 名古屋大学東洋史研究会

佐藤健一 『事林廣記』における体積について 数学史研究 226 日本数学史学会

曽貽芬・崔文印／山口謡

司・石川薫・洲脇武志

（訳）

編訳 中国歴史文献学史述要―北宋における古代文献注釈の変革 大東文化大学漢学会誌 56 大東文化大学漢学会

孫路易 朱子の「変化気質」 岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要 43 岡山大学大学院社会文化科学研究科

高橋忠彦 『大観茶論』の研究―校勘・注釈・翻訳 東京学芸大学紀要人文社会科学系Ⅰ 68 東京学芸大学学術情報委員会

田中有紀 『朱子語類』巻九二「楽」篇訳注（二）16条～40条 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

田中正樹 宋代士大夫の思想とその展開―宋学と明学 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

陳燕 宋代の女性詩人と仏教―朱淑真を例として アジア遊学―東アジアの女性と仏教と文学 207 勉誠出版

辻井義輝・早坂俊廣 『朱子語類』巻一二三「陳君挙（陳同甫葉正則附）」訳注（一） 東洋古典学研究 43 東洋古典学研究会

徳護 北宋における禅僧の動向ー覚範の政治的立場について 駒沢大学大学院仏教学研究会年報 50

中純子・幸福香織 『太平広記』楽部訳注稿（４） 中国文化研究 33 天理大学国際文化学部中国学科研究室

中西久味 『大慧普覚禅師年譜』訳注稿（四） 比較宗教思想研究 17 新潟大学比較宗教思想研究プロジェクト

中村貴 四君子から治水人物へー太湖流域における春申君伝説の形成と伝承

について

九州中国学会報 55 九州中国学会

二松学舎大学宋明資料輪読

会公冶長篇班

『朱子語類』巻二六～巻二九注（五） 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

二松学舎大学宋明資料輪読

会公冶長篇班

『朱子語類』巻二六～巻二九注（七） 陽明学 27 二松学舎大学東アジア学術総合研究所陽明

学研究室

二松学舎大学宋明資料輪読

会里仁篇班

『朱子語類』巻二六～巻二九注（六） 陽明学 27 二松学舎大学東アジア学術総合研究所陽明

学研究室

林文孝 「仁と為す」か「仁を為す」か―朱熹『論語集注』のもとでの『論

語』顔淵篇「克己復礼為仁」の訓読

立教比較文明学会紀要―境界を越えて : 比較

文明学の現在

17 立教比較文明学会

東英寿 范仲淹の神道碑銘をめぐる周必大と朱熹の論争―欧陽脩新発見書簡

に着目して

日本中国学会報 69 日本中国学会

福谷彬 陳亮の「事功思想」とその孟子解釈 集刊東洋学 116 中国文史哲研究会



藤原崇人 皇恩度僧の展開―宋～元代の普度を中心に アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

藤原崇人 捺鉢と法会―道宗朝を中心に 唐代史研究 20 唐代史研究会

水野杏紀・平木 康平 元の丘処機『摂生消息論』全訳注―今に活きる「春夏秋冬」四季

折々の食養生法、健康法、病気の診断法と治療法の手引書

人文学論集 35 大阪府立大学人文学会

山田俊 夏元鼎思想研究之二―『黄帝陰符経講義』を中心に 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

山本健太郎 「祖宗の法」と宋代の国都 中国―社会と文化 32 中国社会文化学会

李祥 林希逸における「離騒」と「揚雄」評 九州中国学会報 55 九州中国学会

李銘敬 遼代高僧非濁の行状に関する資料考―『大蔵教諸佛菩薩名号集序』

について

アジア遊学―ひと・もの・知の往来 シルク

ロードの文化学

208 勉誠出版

明・清 青木洋司 潘府『孔子通紀』初探 国学院雑誌 118（9） 国学院大学総合企画部

荒木龍太郎 潘平格の思想について―王心斎本末格物説との関連を通して 九州中国学会報 55 九州中国学会

新田元規 明末清初における于謙の評価問題 人間社会文化研究 25 徳島大学総合科学部

石井道子・永冨青地（訳） 『新編天主実録』訳注（一） 人文社会科学研究 57 早稲田大学人文社会科学研究会

伊吹敦 禅の終焉（中）―要説・中国禅 禅文化 243 禅文化研究所

尾崎順一郎 程瑶田の経学者としての評価とその手法 日本中国学会報 69 日本中国学会

夏雨 漕運兵丁の中の羅教信仰についての研究 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

梶山智史 屠本『十六国春秋』序文輯録訳注（3） 明大アジア史論集 21 明治大学東洋史談話会

金香花 羅欽順 の『困知記』に内在する『理論的矛盾』をめぐって 東洋の思想と宗教 34 早稲田大学東洋哲学会

金志玹 聖胎をめぐる思想と表象―道教と仏教を中心に 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

葛谷登 ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（16）―主なる神様の十戒の

部（訳者補足　続の六）

言語と文化―愛知大学語学教育研究室紀要 35 愛知大学語学教育研究室

志村敦弘 王守仁の“楽” 白山中国学 23 白山中国学会

小路口聡 王畿「婺源同志会約」訳注―陽明門下の講会活動記録を読む（2） 東洋思想文化 4 東洋大学文学部

仙石知子 中国近世小説研究の一視角 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

竹越孝、斉燦、余雅婷、陳

暁

満漢合璧版『古新聖経』訳注稿（１） 或問 31 近代東西言語文化接触研究会

種村和史 同情と配慮のレトリック―戴震『毛詩補伝』に見られる厳粲詩経学

の影響

日本宋代文学学会報 3 日本宋代文学学会

種村和史 振り捨てきれない遺産―戴震『毛鄭詩考正』における宋代詩経学の

引用の意義

中国研究 10 慶応義塾大学日吉紀要

玉置奈保子 嘉興市図書館蔵周氏万巻楼刊『万寶全書』について 汲古 71 汲古書院



張龍妹 『聖母行実』における現報的要素―『聖母の栄耀』との比較から アジア遊学―ひと・もの・知の往来 シルク

ロードの文化学

208 勉誠出版

富田淳 董其昌とその時代 書法漢学研究 20 書法漢学研究会

富田美智江 『尚書引義』にみえる王夫之の『詩経』論 中国古代史研究第八―創立七十周年記念論文

集

研文出版

中西竜也 ディーンが「教」になるとき―前近代の中国ムスリムにおける「宗

教」と「共同体」

古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

中村聡 宣教師たちは儒教をどう捉えたのか 東洋研究 205 大東文化大学東洋研究所

濱久雄 顧炎武の易学思想―『日知録』を中心として 東洋研究 205 大東文化大学東洋研究所

原信太郎アレシャンドレ 明代における『論語』学而篇「孝弟也者、其為仁之本与」章解釈 ―

陽明学者を中心として

日本中国学会2017年度『研究集録』 日本中国学会

樊可人 『西廂記』と八股文について―「唐六如先生才子文」を中心に 中国中世文学研究 70 中国中世文学研究会

夫馬進 清末『申報』に見る律師観の進展と訟師観の推移―訟師から律師へ

（１）

東方学 134 東方学会

本間次彦 無は無いのか？―李贄『老子解』第一章・第十六章をどのように読

むか

斯文 130 斯文会

本間次彦 「種」とは何か―王廷相・朱子・戴震 日本中国学会報 69 日本中国学会

本間次彦 『朱子語類』巻六十三「中庸二」訳注（一） 明治大学教養論集 529 明治大学教養論集刊行会

前川亨 雍正帝と臨済義玄―『揀魔弁異録』を中心に 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

馬淵昌也 清初・張沐の「性是功夫」説とその背景 言語・文化・社会 15 学習院大学外国語教育研究センター

三浦国雄 『応酬彙選』の中の『朱子家礼』 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

水野実・阿部光麿・大場一

央・松野敏之訳

『論語私存』訳注（10） 論叢アジアの文化と思想 26 アジアの文化と思想の会

余雅婷 聖書福音書の漢訳をめぐって—『天主降生言行紀畧』から『古新聖

経』へ

東アジア文化交渉研究 10 関西大学大学院東アジア文化研究科

吉田公平・小路口聡・早坂

俊廣・鶴成久章・伊香賀隆

訳

王畿「慈湖精舎会語」―陽明門下の会語記録を読む 其の一 白山中国学 23 白山中国学会

頼思妤 『新鐫仙媛紀事』の成立と明代女仙信仰 東方宗教 130 日本道教学会

李奭学／張龍妹（訳） カトリックと仏陀―明訳『聖若撒法始末』についての試論 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

劉珉 王陽明の江西時代における「思帰」をめぐって 東洋の思想と宗教 34 早稲田大学東洋哲学会

廖娟 曹元弼の『易』学三書―清末民国期の経学に関する一考察 中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会



近現代 荒武達朗 満洲地域史研究における『東亜同文書院大旅行誌』の史料的価値 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

荒武達朗 書院生のまなざしに映る20世紀前半満洲地域の日本人 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

有田和夫 東西文化論と文化的ナショナリティの追究 白山中国学 23 白山中国学会

井澤耕一 劉師培『中国歴史教科書』訳注（１） 人文コミュニケーション学科論集 22 茨城大学人文学部

石井知章 中国における「市民社会」論の現在 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

石井知章 K・A・ウィットフォーゲルの「市民社会」論 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

石井知章 文化大革命の基礎知識 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

石井知章・及川淳子・鈴木

賢・矢吹晋

文化大革命と現代世界―矢吹晋氏に聞く 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

石川照子 上海の日中キリスト教ネットワーク―その交錯と相克 アジア遊学―戦時上海グレーゾーン 溶融する

「抵抗」と「協力」

205 勉誠出版

今井弘道 脱西欧中心主義的な「市民社会」の発展と平等主義的自由主義 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

岩田晋典 大調査旅行における書院生の台湾経験─“近代帝国”を確認する営み 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

于臣 近代中国の「孔教」論と『論語と算盤』 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房

内田弘 現代中国の「市民社会問題」への視座 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

衛藤安奈 中華民国期の広東人労働者におけるナショナリズムの一考察―E・

ゲルナーとの対話を通じて

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

及川祥平 「歴史」と姉妹都市・友好都市 アジア遊学―東アジア世界の民俗　変容する

社会・生活・文化

215 勉誠出版

王友琴／佐竹保子（訳） 日記を壊した革命 東北大学文学研究科研究年報 66 東北大学大学院文学研究科

王啓発／和久希（訳） 社会史から思想史へ―侯外廬による思想史研究の視座と特色 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

王前 フランスの思想家から見た中国と市民社会（Civil Society） 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

王奇生 中華革命党時期における党員の意見対立と派閥抗争 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院



王霄冰／中村貴（訳）  “記憶の場”としての族譜とその民俗的価値 アジア遊学―東アジア世界の民俗　変容する

社会・生活・文化

215 勉誠出版

緒形康 中国社会理論は何を前景化したのか？ 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

岡本隆司 モリソンとその時代 G・E・モリソンと近代東アジア―東洋学の形

成と東洋文庫の蔵書

勉誠出版

岡本隆司 モリソンとパンフレット・コレクション G・E・モリソンと近代東アジア―東洋学の形

成と東洋文庫の蔵書

勉誠出版

岡本隆司・松重充浩・城山

智子・吉沢誠一郎・斯波義

信

モリソンパンフレットの世界 G・E・モリソンと近代東アジア―東洋学の形

成と東洋文庫の蔵書

勉誠出版

小野泰教 『勧誡社彙選』についてーアヘン貿易反対協会と勧誡社 言語・文化・社会 15

小野寺史郎 欧洲戦争と科学振興のジレンマー中国における第一次世界大戦報道

とその思想的影響

東洋史研究 75（4） 東洋史研究会

賈静波／阮将軍訳・松尾恒

一補訂）

祠堂と宗族の近代―中国広東省東莞の祠堂を例として アジア遊学―東アジア世界の民俗　変容する

社会・生活・文化

215 勉誠出版

郭美芬 孫文と積極的かつ進取性に富んだオーストラリア華商―南太平洋国

民党の創設

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

葛兆光 胡適の延長線上に―中国の学界における中古禅宗史研究についての

反思

『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集

禅文化研究所

加納寛 書院生、東南アジアを行く！！─東亜同文書院生の見た在留日本人 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

川崎ミチコ 敬惜字紙について（2）―『惜字徴験録』と『台湾的惜字亭』の紹

介を中心として

東洋思想文化 4 東洋大学文学部

川尻文彦 『万国公法』の運命―近代における日中間の「思想連関」の観点か

ら

愛知県立大学外国語学部紀要 言語・文学編 49 愛知県立大学外国語学部

川田進 明暗を分けたチベット仏教の高僧─中国共産党の宗教政策と権利擁

護の主張

現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

川田進 愛国的宗教指導者の悲哀─2013年新疆ウイグル自治区イスラーム調

査

現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

岸本美緒 伝統中国の経済秩序をどのようにモデル化するか―二〇世紀中葉の

日本の学界における一つの試み

第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

許雪姫／朝田紀子（訳） 東亜同文書院中の台湾籍学生と林如堉、呉逸民両人の戦後の白色テ

ロ体験

近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ



暁敏 書院生の内モンゴル中部の商業経済調査について 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

工藤貴正 『新青年』と大正生命主義思想―魯迅「狂人日記」、周作人「人的

文学」の成立とその思想的意義

愛知県立大学外国語学部紀要 言語・文学編 49 愛知県立大学外国語学部

栗田尚弥 日本と「興亜」の間 近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ

見城悌治 渋沢栄一による中国人留学生支援と日華学会 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房

高凱／成田優子（訳） 高敏先生史学思想浅析 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

黄賢強 孫文と世界観を有する南洋知識人との交流と連動 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

小林武 章炳鱗の法政論―『訄書』と『検論』を中心に 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

坂井田夕起子 戦時上海の『仏教復興』試論ー真宗本願寺派や中支宗教大同連盟と

の関係を中心に

近代仏教 24 日本近代仏教史研究会

桜井義秀 現代東アジアの宗教 現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

桜井義秀・伍嘉誠 アジアのキリスト教会─日本、韓国、中国、タイ、モンゴルの比較

調査

現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

佐藤千歳 社会参加する中国の家庭教会 現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

澤田雅弘、池田絵理香、齋

藤尭、小西優輝、海老隆

成、李松樺

張伯英『法帖提要』訓注稿（９） 書道学論集―大東文化大学大学院書道学専攻

院生会誌

15 大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻

院生会

塩山正純 『大旅行誌』の思い出に記された香港─大正期の記述を中心に 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

渋谷裕子 福建省晋江市におけるマニ光仏（マニ教）信仰について 人文社会科学研究 57 人文社会科学研究会

清水稔 中国の特権階級ー士大夫と近代的知識人 鷹陵史学 43

朱海燕 「非教」と「護教」のせめぎ合い―1922年の広東における「非キリ

スト教」運動

明治学院大学キリスト教研究所紀要 49 明治学院大学キリスト教研究所

徐友漁／及川淳子（訳） 文革とは何か 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

城山智子 上海、黄浦江を掘る（一九〇七～一九一〇）―モリソンパンフレッ

ト内資料の位置づけ

G・E・モリソンと近代東アジア―東洋学の形

成と東洋文庫の蔵書

勉誠出版

秦国栄 マルクス主義とアジア社会発展理論の時代的価値 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版



須川妙子 『大旅行誌』の食記述にみる書院生の心情変化─「雲南ルート」選

択の意義を探る

書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

鈴木賢 権力に従順な中国的「市民社会」の法的構造 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

鈴木賢 文革研究の今日的意義を問う―あとがきに代えて 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

関智英 戦前戦後を越える思想―政論家としての胡蘭成 中国―社会と文化 32 中国社会文化学会

戚学民 蒋介石『革命哲学』における孫文と王陽明の思想の関係性 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

薛瑞沢／西念咲和希（訳） 民国時期の中国文化史研究総論 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

桑兵 民国元年における孫文の北上と清朝皇室との交流―皇族の帰属に関

する選択をめぐって

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

宋永毅／徐行（訳） 広西文革における大虐殺と性暴力 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

田口宏二朗 永租と登記―重畳する制度 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

武井義和 日本統治下の朝鮮半島へ入った大調査旅行の書院生たち─彼らの意

識と経験を中心に

書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

田畑真美 「仁者」考—「憎しみ」をこえゆく者(1) 富山大学人文学部紀要 67 富山大学人文学部

中国近現代文化研究会訳 学衡派関連刊行物序跋訳叢（9） 中国近現代文化研究 18 中国近現代文化研究会

張語涵 アメリカ人女性宣教師ローラ・ホワイトの女性役割観―1910年代の

匯文女子学校と『女鐸』における活動から

中国女性史研究 26 中国女性史研究会

陳宜中 公民儒教の進路 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

土田秀明 中国近代における瓜分論の系譜 鷹陵史学 43 鷹陵史学会

モニカ・デ・トーニ 孫文とガンディー両者の政治的提言が一致点を見いだせなかったの

はなぜか

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

土肥歩 広州格致書院の創設と地域社会 歴史学研究 957 績文堂出版

豊田尚徳 康有為における「三綱」―大同に存続する君臣・父子・夫婦 新しい漢字漢文教育 64 全国漢文教育学会

中島隆博 現代中国の儒教復興 日本儒教学会報 1

中村達雄 天津県における義和団運動の発展過程 名古屋大学東洋史研究報告 41 名古屋大学東洋史研究会

中村達雄 革命宣伝画の起源とその展開 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

中村則弘 中国にみる多神教世界の社会的ダイナミズムと可能性─価値意識に

おける両義性と流動性に着目して

現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

西山尚志 疑古と釈古 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院



馬長山 中国市民社会論研究の現状と課題・展望 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

馬場毅 東亜同文会のアジア主義について 近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ

潘光哲 孫文「専門家政治」論と開発志向国としての現代中国国家の起源 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

ダーライブヤン・ビャンバ

ジャワ／稲本琢仙 （訳）

ポスト社会主義時代のモンゴルにおけるキリスト教 現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

平田清明 市民社会と階級独裁 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

ジョシュア・ヒル 軍閥時代における民主政をめぐる議論―1920年代広東省の政治改革

からみる孫文と陳炯明

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

広中一成 上海に生きた東亜同文書院生―上海日本人社会の一側面 アジア遊学―戦時上海グレーゾーン 溶融する

「抵抗」と「協力」

205 勉誠出版

福本勝清 雲南における中国内地会の伝道 1900-1952 明治大学教養論集 529 明治大学教養論集刊行会

福本勝清 アジア的生産様式と市民社会 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

藤沢秀男 変法運動と楊鋭 岩手史学研究 98

藤田佳久 東亜同文書院生の大調査旅行における辺境地域調査 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

藤野陽平 台湾の政教関係にとっての台湾語教会という存在─長老教会と台湾

独立派の友好関係

現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

藤谷浩悦 中国僧の訪日と水野梅暁ー楊度の批判を中心に 社会文化史学 60 社会文化史学会

保薇・栄畳飄・李鑫・桜井

義秀

雲南省・江蘇省・甘粛省における宗教団体の社会活動 現代中国の宗教変動とアジアのキリスト教―

現代宗教文化研究叢書7

北海道大学出版会

堀田幸裕 東亜同文書院の「復活」問題と霞山会 近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ

前川正名 台湾の家庭における道教の祭壇について―二〇一〇年代の都市部・

台湾南部の例を中心に

中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

松岡正子 四川の黒水チベット族と「猼猓子」伝承 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

水田洋 厳復(1854-1921)による『国富論』中国訳(1901-2)について 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

宮川慎也 ルネサンスと上海―徐光啓から徐家匯 人文研紀要 86 中央大学人文科学研究所

宮原佳昭 袁世凱政権期の学校教育における「尊孔」と「読経」 東洋史研究 76（1）



村田雄二郎 孫文以後の大アジア主義―民国期中国における日本認識をめぐって 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

持田洋平 康有為のシンガポール滞在とその華人社会への影響に関する考察 史学 87

森川裕貫 「五五憲草」解釈から見る五権憲法―雷震と薩孟武の所論をめぐっ

て

孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

八百谷晃義 十九世紀末における浙江士人の学会活動 名古屋大学東洋史研究報告 41 名古屋大学東洋史研究会

安井伸介 王道思想、孫文と国際秩序の想像 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

矢吹晋 中国現代史再考―ロシア革命百年と文革五十年 文化大革命―〈造反有理〉の現代的地平 白水社

兪可平 中国公民社会の制度的環境 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

湯浅赳男 革命の社会学再論 現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能

性

勉誠出版

横山宏章 「偉大な孫中山」神話の形成 歴史学研究 958

吉沢誠一郎 民国初年の対日ボイコットにおける東南アジア華僑と孫文 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

羅敏 「主憂臣辱、主辱臣死」―蒋介石が描いた孫文（1917－1925） 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

李長莉／佃隆一郎（訳） 宮崎滔天と孫文の広州非常政府における対日外交 近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ

劉雯 孫文の民生思想とキリスト教者の相互関係 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

劉静 辛亥革命前の何天炯と日本 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

若松大祐 現代台湾史における蒋介石『民生主義育楽両篇補述』（1953年） 孫文とアジア太平洋―ネイションを越えて 汲古書院

琉球・朝鮮・ベ

トナム

川原秀城 豊穣な知の世界―退渓学成立前夜の朱子学をめぐって（2） 中国思想史研究 38 京都大学中国哲学史研究会

金英順 仏伝の「降魔成道」にみる魔王親子の葛藤 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

金鍾徳 朝鮮の宮廷女流文学における宗教思想 アジア遊学―東アジアの女性と仏教と文学 207 勉誠出版

グエン・ティ・オワイン ベトナムの前近代における釈迦の伝記について―『如来応現図』を

中心に

東アジアの仏伝文学 勉誠出版

崔鈆植 韓国仏教における性起と緣起 古典解釈の東アジア的展開―宗教文献を中心

として

京都大学人文科学研究所

篠原啓方 南山新城碑冒頭文の解釈と新羅の「法」 関西大学東西学術研究所研究叢書―中国周辺

地域における非典籍出土資料の研究

3 関西大学東西学術研究所

染谷智幸 『安楽国太子経変相図』と『九雲夢図』―朝鮮世祖朝における仏伝

の展開を背景に

東アジアの仏伝文学 勉誠出版

高津茂 「徐道行大聖事跡実錄」をめぐって 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

趙恩馤 韓日における「仏伝」の展開―釈迦と耶輸陀羅の関係を中心に 東アジアの仏伝文学 勉誠出版

文純実 『大義覚迷録』と朝鮮後期の知識人たち 朝鮮史研究会論文集 55 朝鮮史研究会



法長／李忠煥） 元曉の『梵網経』注釈書と法蔵の『梵網経菩薩戒本疏』の比較研究 禅学研究 95 禅学研究会

松本真輔 通度寺における玄奘の絵画―『三蔵法師西遊路程記』と龍華殿西遊

記壁画

東アジアの仏伝文学 勉誠出版

水上雅晴 琉球 「科試」 の実施状況について 沖縄文化研究 44 法政大学沖縄文化研究所

望月高明 退渓学を形成するもの（3）―『朱子書節要』の史的地位 都城工業高等専門学校研究報告 51 都城工業高等専門学校

梁特治 朝鮮半島に於ける『臨済録』の刊行と展開 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 資料編

禅文化研究所

日本 吾妻重二 日本近世における儒教葬祭儀礼―儒者たちの挑戦 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

荒木雪葉 南冥先生自書論語語由 福岡大学人文論叢 49（2） 福岡大学研究推進部

有馬卓也 天羽生岐城について 懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター

石橋賢太 山鹿素行と『易』 国文学研究資料館紀要 文学研究篇 43 国文学研究資料館

井上了 明治における『通語』―南朝正統論者としての中井履軒 懐徳 85 懐徳堂堂友会

于婷芳 熊沢蕃山における儒学の変容と神道との交わり 思想史研究 23 日本思想史・思想論研究会

内山宗昭 山鹿素行の教育思想における諸概念の考察―「自然」「節」を中心

に

工学院大学研究論叢 55（1） 工学院大学

大平真理子 江戸時代中期における普遍的国家イデオロギーの創出―白石と徂徠

の礼楽構想を主軸として

日本思想史研究会会報 33 日本思想史研究会

小方伴子 関脩齢『国語略説』に於ける『国語』道春点改訓の試みとその講述

表現

日本漢文学研究 12 二松学舎大学東アジア学術総合研究所日本

漢文教育研究推進室

小方伴子 日本における『国語』の受容と訓点本 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

岡部恒・久保讓・衣川賢次 明治以後の『臨済録』提唱録（リスト） 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 資料編

禅文化研究所

坂本頼之 海保青陵「談五行」訳注稿(3) 国士舘哲学 21 国士舘大学哲学会

郭崇 貝原益軒撰『大和本草』の引用書目 外国語学会誌 47 大東文化大学外国語学会

郭崇 貝原益軒撰『大和本草』の成立背景 外国語学会誌 48 大東文化大学外国語学会

加藤国安 幕末の一儒の載道精神―伊予松山藩儒・大原観山旧蔵書考 日本中国学会報 69 日本中国学会

韓淑婷 会沢正志斎における西洋文化受容 地球社会統合科学研究 6 九州大学大学院地球社会統合科学府

韓淑婷 佐久間象山の政治思想における儒学の論理 地球社会統合科学研究 7 九州大学大学院地球社会統合科学府

神田裕子 寛政九年の中井竹山―早稲田大学図書館蔵「中井竹山書簡　尾藤二

洲宛」解題・翻刻・影印」

懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター

木村淳 漢文教科書と小学校教科書―『訂正新定漢文』を中心に 中国近現代文化研究 18 中国近現代文化研究会

許家晟 花咲く「孝」―江戸初期をめぐって 日本中国学会2017年度『研究論集』 日本中国学会



桐原健真 『論語講義』再考―近代論語のなかの渋沢栄一 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房

金原泰介 『左氏会箋』の校勘の特色とその位置―『左伝注疏校勘記』との比

較を中心に

中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

邢東風 日本伝本『臨済録』の史料的価値 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 論文編

禅文化研究所

玄幸子 調査ノートから見る内藤湖南の敦煌学 関西大学東西学術研究所研究叢書―中国周辺

地域における非典籍出土資料の研究

3 関西大学東西学術研究所

蔡毅 頼山陽『日本外史』の中国への流布 日本漢文学研究 12 二松学舎大学東アジア学術総合研究所日本

漢文教育研究推進室

崔載国 『国史館日録』にみえる林鵞峯の敬意表現―闕字・平出・擡頭に着

目して

日本アジア研究 14 埼玉大学大学院人文社会科学研究科

坂本頼之 徂徠における自然観とその展開 国際哲学研究 6 東洋大学国際哲学研究センター

佐藤由隆 懐徳堂学派の知行論 日本中国学会報 69 日本中国学会

佐藤由隆 五井蘭洲と中井履軒の格物致知論 東アジア文化交渉研究 10 関西大学大学院東アジア文化研究科

佐藤厚 井上円了の社会的実践―国民道徳論の構想と実践 仏教における実践を問う（二）―社会的実践

の歴史と展望

日本佛教学会

佐野大介 生日における孝の系譜 懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター

ウッド・ジェレミー 近世日本の現存する『近思録』注釈・講義録 東アジア文化交渉研究 10 関西大学東アジア文化研究科

ウッド・ジェレミー 貝原益軒の『近思録』学の一考察―『近思録備考』と「近思録説」

道体篇第一条の注解を中心に

東アジア文化研究科院生論集 7 関西大学大学院東アジア文化研究科

謝群 清末の日本人教習の「行動」と「思想」―京師大学堂師範館正教習

服部宇之吉を中心に

愛知大学国際問題研究所紀要 149 愛知大学国際問題研究所

蒋建偉 会沢正志斎の国学観―宣長批判の思想構造を中心に 早稲田大学大学院文学研究科紀要 62 早稲田大学大学院文学研究科

商兆碕 日本の近代をつくった東洋のロゴスー朱子学・陽明学と田中正造を

巡る漢学者の系譜

日本主義 39 白陽社

白井順 懐徳堂教授・吉田鋭雄と蜀人・査体仁『学庸俗話』 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

任夢渓 中村惕斎の女子教育観―朱子学の影響と『比売鑑』 東アジア文化交渉研究 10 関西大学東アジア文化研究科

高田時雄 内藤湖南のヨーロッパ調査行 内藤湖南敦煌遺書調査記録続編―英仏調査

ノート

関西大学出版部

高山大毅 『徂徠集 序類』余言 日本思想史学 49 日本思想史学会

武井義和 孫文支援者・山田純三郎の革命派への関与とその実態について 近代日中関係史の中のアジア主義―東亜同文

会・東亜同文書院を中心に

あるむ

竹田健二 中井木莵麻呂が受け継いだ懐徳堂の遺書遺物―小笠原家に預けられ

たものを中心に

中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

竹田健二 懐徳堂文庫新収資料中の太田源之助旧蔵資料 懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター



竹林征三 日本の治水史（第4話）―朱子学の治水と陽明学の治水 河川 73（9） 日本河川協会

田山泰三 漢学者長尾雨山 書論―特集：巌谷一六とその交友 43 書論研究会

張硯君 三条西実隆の知的関心―経学関係の漢籍を中心に 間谷論集 11 日本語日本文化教育研究会編集員会

辻井義輝・播本崇史・福田

真吾・吉田公平

保科正之編『玉山講義附録』訳注　其の二 白山中国学 23 白山中国学会

土屋紀義 日本における『呂氏春秋』の受容 江戸時代の呂氏春秋学―山子学派と森鉄之

助・新出注釈二種【解説と翻刻】

中国書店

土屋紀義・佐々木研太 『呂氏一適』と森鉄之助の『呂氏春秋』注 江戸時代の呂氏春秋学―山子学派と森鉄之

助・新出注釈二種【解説と翻刻】

中国書店

土屋裕史 当館所蔵 林羅山旧蔵書(漢籍)解題(3) 北の丸 国立公文書館報 49 国立公文書館

丁世絃 渋沢栄一の儒教活動―聖堂保存・孔子祭典を中心に 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房

寺出道雄 「改貨議」における新井白石の正名思想 三田学会雑誌 110（2） 慶応義塾経済学会

寺門日出男 五井蘭洲『非伊編』について 懐徳 85 懐徳堂堂友会

鄧紅 梁啓超と「日本陽明学」 社会システム研究 15 北九州市立大学大学院社会システム研究科

陶徳民 明治期における桐城派文章論の影響 近世近代日中文化交渉の諸相 関西大学東西学術研究所

徳田武 広瀬旭荘と吉田松陰 江戸風雅 15 江戸風雅の会

徳田武 吉田松陰と森田節斎 江戸風雅 16 江戸風雅の会

中嶋英介 『山鹿素行全集 思想篇』考 国文学研究資料館紀要 文学研究篇 43 国文学研究資料館

西岡幹雄・仲北浦淳基 「固寧」理念と地域的紐帯―社倉の制度化をめぐって 中井竹山と小

西惟冲

経済学論叢 68（4） 同志社大学経済学会

西本昌弘 日本古代の殯と中国の葬送儀礼 アジア遊学―宗教と儀礼の東アジア 交錯する

儒教・仏教・道教

206 勉誠出版

野間文史 平賀中南『春秋稽古』初探 二松 31 二松学舍大学大学院文学研究科

野村英登 佐藤直方の静坐説における実践的側面について 「エコ・フィロソフィ」研究 11 東洋大学国際哲学研究センター

浜野靖一郎 「悲憤慷慨」の人、渋沢栄一―「頼山陽」と武士のエートス 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房

浜野靖一郎 宰相の職掌―『周礼』に於ける王安石と太宰春台 日本思想史学 49 日本思想史学会

藤居岳人 尾藤二洲の朱子学と懐徳堂の朱子学と 懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター

前川正名 志士時代の橋本左内(7)謹慎期の漢詩を中心として(4)橋本左内漢詩

研究(13)

適塾 50 適塾記念会

前田勉 日本近世儒教 日本儒教学会報 1 日本儒教学会

町泉寿郎 二松学舎と陽明学 渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と

算盤」が出会う東アジアの近代

ミネルヴァ書房



町泉寿郎 日本漢学略史―日本における中国学術文化の〝学び〟 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

松崎哲之 会沢正志斎『中庸釈義』訳注稿(6) 人間科学 常磐大学人間科学部紀要 34（2） 常磐大学人間科学部

松崎哲之 訳注 会沢正志斎『中庸釈義』訳注稿(7) 人間科学 常磐大学人間科学部紀要 35（1） 常磐大学人間科学部

松野敏之 中国古典と松陰 国士舘人文学 49 国士舘大学文学部人文学会

松村茂樹 日本における呉昌碩の受容―拾遺編 中国近現代文化研究 18 中国近現代文化研究会

水野博太 明治後期における服部宇之吉の儒教理解について―konfuciusに見

える「孔子教」論の萌芽

中国哲学研究 29 東京大学中国哲学研究会

水野博太 辛亥革命と服部宇之吉における「孔子教」論の成立 東洋文化研究 19 学習院大学東洋文化研究所

村上雅孝 人情と訓訳―伊藤仁斎から荻生徂徠へ 国語学研究 56 「国語学研究」刊行会

村山敬三 「農」と学問―藍沢南城の教育 斯文 130 斯文会

村山敬三 藍沢南城の『周易索隠』について 大東文化大学漢学会誌 56 大東文化大学漢学会

森下直貴 西周の《区別－連結》の哲学―「実証主義」と「天の思想」を包括

する体系

浜松医科大学紀要 浜松医科大学

安居総子 江戸期における漢文教育（1）―佐藤一斎・昌平黌を中心に（1） 新しい漢字漢文教育 64 全国漢文教育学会

山口智弘 安井息軒の経世論―かの思想の素描として 日本漢文学研究 二松学舎大学東アジア学術総合研究所日本

漢文教育研究推進室

山寺（小野） 美紀子 荻生徂徠著『琴学大意抄』(荻生家所蔵 徂徠自筆稿本)注釈稿(1) 国学院大学北海道短期大学部紀要 34 国学院大学北海道短期大学部

山寺（小野） 美紀子 荻生徂徠著『楽律考』の執筆時期―『大楽発揮』五篇と楽書十巻

(逸書)の関係性に着目して

国学院大学北海道短期大学部紀要 34 国学院大学北海道短期大学部

山村奨 井上哲次郎と高瀬武次郎の陽明学―近代日本の陽明学における水戸

学と大塩平八郎

日本研究 56 国際日本文化研究センター

山村奨 森鷗外における大逆事件と陽明学―井上哲次郎との比較による 総研大文化科学研究 13 総合研究大学院大学文化科学研究科

湯城吉信 五井持軒『和語集解』翻刻 懐徳堂研究 8 大阪大学大学懐徳堂研究センター

楊理論／甲斐雄一（訳） 江戸時代の詩学と楊万里受容 日本宋代文学学会報 3 日本宋代文学学会

吉沢誠一郎 白鳥庫吉の東洋史学―史学史的考察として 第八回日中学者中国古代史論壇論文集―中国

史学の方法論

汲古書院

吉田公平 川田雄琴 覚え書 陽明学 27 二松学舎大学東アジア学術総合研究所陽明

学研究室

吉田俊純 海保青陵の経済論(上) 筑波学院大学紀要 12 筑波学院大学

吉田叡禮・久保讓・衣川賢

次

江戸時代の抄物 『臨済録』研究の現在―臨済禅師1150年遠諱

記念国際学会論文集 資料編

禅文化研究所

雒志達・宋琦 荻生徂徕汉诗中的世界想像 人文学論集 35 大阪府立大学人文学会

李均洋 林羅山詩論研究 広島大学大学院文学研究科論集 77 広島大学大学院文学研究科

李瑩 「繋辞伝」における熊沢蕃山の易学思想 東アジア文化交渉研究 10 関西大学文化交渉学教育研究拠点



李麗 陳元贇の有無観―『老子経通考』にみえる林希逸『荘子鬳斎口義』

の批判を中心に

名古屋大学中国哲学論集 16 名古屋大学中国哲学研究会

リジトクトフ（烏力吉陶格

套）

明治末期における東亜同文書院のモンゴル大調査旅行 書院生、アジアを行く―東亜同文書院生が見

た20世紀前半のアジア 愛知大学東亜同文書院

大学記念センター叢書

あるむ

書誌学 伊藤裕水 鎮江本『大易断例卜筮元亀』小識 汲古 71 汲古書院

井上進 台北所見明版書選録 四（集部） 名古屋大学東洋史研究報告 41 名古屋大学東洋史研究会

宇佐美文理 子部の分類について 目録学に親しむ―漢籍を知る手引き 研文出版

榎本淳一 中日書目比較考—『隋書』経籍志の書籍情報を巡って 東洋史研究 76（1） 東洋史研究会

梶山智史 稀見北朝墓誌輯録（三） 東アジア石刻研究 7 明治大学東アジア石刻文物研究所

古勝隆一 目録学ー俯瞰の楽しみ 目録学に親しむ―漢籍を知る手引き 研文出版

佐々木聡 越南本『天元玉暦祥異賦』について―天文五行占書伝播の一例とし

て

汲古 72 汲古書院

高山節也 漢籍書誌学のすすめ―古本整理案内記 改訂新版 中国学入門―中国古典を学ぶための

13章

勉誠出版

張尚英／湯城吉信（訳） 二十世紀の中国における『左伝』の文献整理と成果 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

戸崎哲彦 南宋鄭定刊『重校添註音弁唐柳先生文集』考(上) 島大言語文化―島根大学法文学部紀要 言語文

化学科編

42 島根大学法文学部

永田知之 目録学の総決算ー『四庫全書』をめぐって 目録学に親しむ―漢籍を知る手引き 研文出版

永冨青地 尊経閣文庫所蔵の明版『聖朝破邪集』について 汲古 71 汲古書院

白寧／梶山智史（訳） 六朝墓誌の特徴に関する基礎的考察 東アジア石刻研究 7 明治大学東アジア石刻文物研究所

水上雅明 年号勘文資料が漢籍校勘に関して持つ価値と限界―経書の校勘を中

心とする考察

中央大学文学部紀要 267（哲学59） 中央大学文学部

山田崇仁 大正新脩大蔵経テキストデータベースを利用した外典佚文収集に関

する基礎的研究

中国古代史論叢 9 中国古代史論叢編集委員会

書評 浅見洋二 渡邉義浩著『「古典中国」における文学と儒教』 六朝学術学会報 18 六朝学術学会

坂出祥伸 佐々木聡『復元白沢図』 東方宗教 130 日本道教学会

佐野大介 宇野瑞木著『孝の風景―説話表象文化論序説』 中国研究集刊 63 大阪大学中国哲学研究室

田中文雄 藤井淳編『最澄・空海将来『三教不斉論』の研究』 東方宗教 129 日本道教学会

早坂俊廣 三浦秀一著『科挙と性理学―明代思想史新探』 集刊東洋学 116 中国文史哲研究会

松下道信 坂出祥伸著『江戸期の道教崇拝者たち―谷口一雲・大江文坡・大神

貫道・中山城山・平田篤胤』書評 日本近世思想における「方法」と

しての道教

東方宗教 129 日本道教学会

道坂昭廣 成田健太郎著『中国中古の書学理論』 六朝学術学会報 18 六朝学術学会


